February 9, 2010
「芸術とは何だろうか」 by Comet Morigi
comet Morigi: こんばんは

Almond Andel: こんばんは、

Sina Aya: 今晩は

kichimaru Haystack: そうですねーーー、中年用はオイラも探してますが

Almond Andel: よろしくお願いします

kichimaru Haystack: まだ見つからないです

Haruka McMahon: 難しいですよね＾＾；

panda Kidd: こんばんは

Kerupa Flow: こんばんはー

Kerupa Flow: よかった日本語だ

Haruka McMahon: こんばんは

Kerupa Flow: ボイス使いますか？

Almond Andel: テキストのみの予定です

comet Morigi: 椅子をどうしましょうか。ボイスは、使わないです。何を言ってたか、解らなくなってしまいそうで。

Kerupa Flow: はい＾＾

Kerupa Flow: ものが自分で出せるなら

kichimaru Haystack: もう作った

Kerupa Flow: 自前の椅子でー

Haruka McMahon: あ、この中はOKなんだ

panda Kidd: デモンストレーションエリア内は、誰でもREZできますよ＾＾　２時間制限ですが

comet Morigi: 椅子を持っている人は、御自身でレズされても好いんですけど、

Yan Lauria: アバターでも座りたくなるのが不思議だ

comet Morigi: 集合写真型に並べたくて。

comet Morigi: というのは、みなさんの芸術観が、芸術リサーチの資料になるので、

Haruka McMahon: ふむふむ

comet Morigi: スクリーンと並んでお顔を見せて座るのが、良いんじゃないかな。

marube Oh: こんばんは

taichi Debbel: こんばんは

Haruka McMahon: こんばんはー

Almond Andel: marubeさん、地面に座ってる？

comet Morigi: と、会場構成趣旨を説明すると、そのままレクチャーの始まりになって、若干、自己満足的。

marube Oh: はい

marube Oh: 地面に。

Haruka McMahon: Cometさんと同じ向きに座ったほうがいいということですか？

Almond Andel: おかしいな

Almond Andel: はねとばされちゃうんだけど

Almond Andel: 協会に

Almond Andel: 境界

Almond Andel: さて、そろそろはじめましょうか

Haruka McMahon: 地面に座れるのはエメラルドビューアの機能だったような

comet Morigi: 私の椅子は、誰でも動かせます。

panda Kidd: よろしくお願いします～

Almond Andel: （なるほど）

comet Morigi: 使いたい方・どかしたい方、ご自由に使って下さい。

Mogura Yokosuka: こんばんはー

taichi Debbel: こんばんあh

Haruka McMahon: こんばんはー

comet Morigi: 取りあえず、スクリーンに向かわず、スクリーンをバックに集合写真に収まる感じで、来て下さい。

Haruka McMahon: はい

Almond Andel: 今日は、SL 、RLともに美術家、アーティストとして、制作に、批評に活躍していらっしゃるCometさんに

Almond Andel: 表題のとおり、芸術とは何だろうということで

Almond Andel: お話いただきます

Yan Lauria: こう立つ？

taichi Debbel: こっちむきかー

Kerupa Flow: 目線はどこへっ

comet Morigi: だいたい、みんな、写真に収まるような感じで。

comet Morigi: 目線が問題で、

midori Paulse: えー、写真撮るんですか？

comet Morigi: スクリーンにカメラを向かわせると、首がねじれそうですね。

taichi Debbel: はは

Kerupa Flow: あはは

Mogura Yokosuka: ww

Kerupa Flow: みんなで地面を

comet Morigi: 撮るつもり無いですけど、雰囲気として、集合写真的に。

taichi Debbel: ＾＾

taichi Debbel: いい感じですねー

Almond Andel: これは、プロジェクタを見ながら、

comet Morigi: 黒い椅子は、ゆっくり座り直すと、ポーズが変わります。

Yan Lauria: なかなか意外な感じ

Almond Andel: みんなの顔が見える

Haruka McMahon: なるほどー

midori Paulse: こんな感じでｗ

Haruka McMahon: ｗ

kichimaru Haystack: うん、これもいいな

kichimaru Haystack: SSむきだね

comet Morigi: アバターって、顔の代わりで、けっこう人柄を想像しやすいので。前から、コミュニケーションに使いたくて。

Yan Lauria: へー

Almond Andel: なんかのポスターみたい

comet Morigi: 座り方を調整しながらでも、構いませんから、始めましょうか。

taichi Debbel: 僕は暗い人になってます

Haruka McMahon: ｗｗ

marube Oh: はい

comet Morigi: 話している間も、席を作って良いことにしましょう。

taichi Debbel: はい

panda Kidd: テレビ番組のひな壇トークみたいな感じだ。

comet Morigi: まず、いきなり「芸術」で、範囲がドーンと広いんですが、

Kerupa Flow: ガヤがんばろー

taichi Debbel: カメラ目線気をつけなきゃ

comet Morigi: 広い芸術でも、順を追えば、今日40分に収まる話に出来るでしょう。

kichimaru Haystack: おおおー

comet Morigi: まず、ここがSLの中と言うこと。

comet Morigi: それから、今まで、SL日本語圏で、公開の芸術論が無かったこと。

comet Morigi: だから、芸術をSLから見る・見せる・見られる、を前提に

comet Morigi: 私たちが求めているはずの芸術の方向が分かれば、収穫だと思います。

taichi Debbel: おお

comet Morigi: 先日、予備的に、みなさん一人々々から、「芸術とは何か」を聞かせて頂きました。

comet Morigi: その日、いらしてなかった方とか、

comet Morigi: その後、新しいイメージが湧いてきた方とか、

comet Morigi: 取りあえず、もう一度、お聞きしましょうか。

taichi Debbel: SLはパソコンスペックで見え方がかなりかわりますねー

comet Morigi: 先日は、「芸術は自由だ」という観点が、かなり多かったんですが、他に？

Kerupa Flow: おおー

Kerupa Flow: 私は昨日、この会のことを知ったので

comet Morigi: ようこそ、Kerupaさん

Kerupa Flow: 前のプレ集会？は内容知らないのですが＾＾

taichi Debbel: こんばんは

Kerupa Flow: どうぞ皆様よろしくです＾＾

Haruka McMahon: こんばんはー

Luke Alex: こんばんは

Kerupa Flow: と挨拶ついでに、昨日から考えたことなど少しいいですか？

Yan Lauria: よろしく

marube Oh: お？

Mogura Yokosuka: 社会や個人を写す鏡のようなものかと　個人的には捉えてます＾＾

Kerupa Flow: 「芸術とは」って、

comet Morigi: ざっと、みなさんから、芸術は何だと思っているのか、簡単に言って頂きました。Kerupaさん。はい、どうぞ。

Kerupa Flow: はーい＾＾

Kerupa Flow: 定義によってもいろいろかわるとおもいますが、とりあえず

Kerupa Flow: 自分自身で言うと

Kerupa Flow: 「私が世界を見たら」ってことをいつも考えてるので

Kerupa Flow: the world according to me

Yan Lauria: ｆｍｆｍ

Kerupa Flow: というのを表現すること、人に見えるものにする、伝えれるものにするのが

Kerupa Flow: 私にとっての芸術かなー、と思っています

marube Oh: なるほど。。

Kerupa Flow: そんなかんじで＾＾

comet Morigi: それは、新しいかも、この場では。

Kerupa Flow: みなさんのおこたえは

Kerupa Flow: どこかで読むことができるのでしょうか？

taichi Debbel: 僕の意見は

taichi Debbel: 例えば

taichi Debbel: 子供に太陽を書かせるといろんな色でかきますよねー

comet Morigi: 私も、まとめてませんが、非公式の聞き取りだから、まあ、あまりまとまったことでは無かったと思います。Kerupaさんのために、どなたか重複してでも、おっしゃっていただければ。

taichi Debbel: 大人になるに従って黄色か赤に

comet Morigi: 今日は、けっこう、みなさん、言葉が出そうですね。

taichi Debbel: だから子供の心で見れるものが芸術かなと

Yan Lauria: ほー

comet Morigi: あ、そうか。私は子どもの、そこまで、気付かなかった。

Yan Lauria: 私にとっての芸術は、煩悩を形にしたもの、かな

Yan Lauria: サルに近い

comet Morigi: Yanさんは、フロイトチックね。

Kerupa Flow: ふむふむ＾＾

comet Morigi: Kerupaさんの定義を聞いて、

midori Paulse: わたしは、前にも言ったと思うけど、、、５感を通じて直接、魂に訴えかけて来るもの・・・それが私の定義かしらねぇ

comet Morigi: すると、写真は、可なりの部分まで、芸術になりそうですね。

comet Morigi: 「私が世界を見たら」

comet Morigi: SL日本の美術を、考えるとき、気になっていたのが、圧倒的に写真優位。

Kerupa Flow: はい、そう思いますが、「カメラが世界をみたら」だったりもするわけで、

Kerupa Flow: そうなんですか？そんな傾向があるとは知らなかったー

comet Morigi: SS撮って、人に見せるのが、好きなのかな。

taichi Debbel: アアー茶室とかも座る位置とかがきまっているからかなー

taichi Debbel: 日本の人はそんな感じで物を見る傾向に

Mogura Yokosuka: 美という　目指すものを　今までの型を取り外したところから　裸で上ってつかもうと、登ってきた過去を振り返ったものが芸術かと思います。

Luke Alex: 日本人観光客が必ずカメラを持っているのと同じ？

comet Morigi: 緑さんの定義について、誰が感じさせて・誰が感じ取るのか、もう少し言って頂けますか。「５感を通じて直接、魂に訴えかけて来るもの」

kichimaru Haystack: 学生時代美術史だったんですが、いつも普遍性が議論されてましたね

Haruka McMahon: 面白いｗ＜観光客のカメラ

comet Morigi: Kichimaruさんは、主専攻が美術史だったの？

kichimaru Haystack: そそ

Miho Waydelich: こんばんわ＾＾

midori Paulse: んー、特に誰からのって定義はないかしら・・・魂に関しては、私だけど

kichimaru Haystack: で、エジプトにのめり込んだんです

marube Oh: （こんばんは）

Miho Waydelich: はじめまして＾＾

kichimaru Haystack: 古代の美術に興味があって

Haruka McMahon: こんばんはー

Almond Andel: （ようこそ）

comet Morigi: すると、Midoriさんのは、「私が感じたら、それが芸術だ」？

taichi Debbel: 海外だと観光地は360°綺麗なのに対して日本は定点が多いのが影響しているのかも

midori Paulse: そうですねーーー、我思う、故に芸術だと

comet Morigi: 美術史における普遍性というと、？

midori Paulse: だから、道ばたの小石でもいいんですよーーー、わたしが芸術だと・・・魂に訴えかけてくる物があれば

kichimaru Haystack: 様式なんかも時代と地域を超えてるという観点で

kichimaru Haystack: そうゆうことだったかな？

marube Oh: 私もみどりさんに近いかも。

comet Morigi: MIDORIさんのは、極私的な観点。徹底してますね。

Sama Susa: 道ばたの小石を、テーブルにのせれば芸術になるってことではないですかね。

midori Paulse: わたし

midori Paulse: 自己チューだもんｗｗｗ

panda Kidd: うーん、しかしそこまで主観的に収まってしまうと、もう「感動の共有」とか、副産物に過ぎなくなりそう。＞我思う、故に芸術だと

comet Morigi: それなりに、広報が行き渡ったせいですかね。先日より、ずっと、意見の幅が広い。

comet Morigi: 油断してました。私。

marube Oh: 他人と共有できなくても芸術なのか。。

midori Paulse: わたしはそうかなーーー、共有できるに越したことはないけど

Yan Lauria: 自己中だけど人にも見せたい、そういうとこもあるな

Sina Aya: 自己チュウというか、自己満足がなければ芸術はありえないと思います。

Luke Alex: 芸術は人が物体を操作した結果ですか＜小石を乗せる　そこにもこだわりが生まれるとか？

Sama Susa: 額縁に入れる行為によって意味がかわると思うんです。

midori Paulse: んー、人為は必要かな・・・いくら自然の風景がきれいでも、芸術的とはいうけど、芸術とは言わないと思う、わたしの中では

Sama Susa: タダの石ころの意味が。

comet Morigi: Moguraさんの「社会や個人を写す鏡」は、プロフェッショナルというか、業界人の感じ。

Kerupa Flow: ダダの石ころならトマソンかもー

marube Oh: 石ころでも、置き方によっては芸術になる。

taichi Debbel: ただ見て感動したことを皆に伝えるのが芸術なのかな

Haruka McMahon: デュシャンの「泉」とかｗ

panda Kidd: トマソンｗ

comet Morigi: 私の結論は、もっと後で言いたかったんだけど、

Kerupa Flow: お＾＾

comet Morigi: Moguraさんに補足して、

comet Morigi: 機能のひとつとして、社会・個人の指針になるもの、じゃないかと。

comet Morigi: それが、芸術に期待されてるんじゃないかな。

Kerupa Flow: 何の機能、ですか？

Mogura Yokosuka: 感動のさせ方が　新しい視点を持ったものかな　それが残れば芸術とか

comet Morigi: 芸術の主要な機能・役目

kichimaru Haystack: 現代の芸術論と古典的な芸術論は噛みあわないかもしれない

comet Morigi: エジプト美術と現在の美術は、違いますね。

comet Morigi: 違いを言うのは簡単。

Kerupa Flow: 芸術とは、ではなく、芸術の機能のひとつは、という話なんですね＾＾

comet Morigi: エジプト人は、芸術概念を、ほとんど持っていなかった。

kichimaru Haystack: そそ

kichimaru Haystack: そう思います

Haruka McMahon: ふむー

Sama Susa: 子どもが描いた意味のない絵も芸術ではない？

kichimaru Haystack: 卓越した職人技でしたね

Almond Andel: その、エジプト人が持っていなかった「芸術概念」とは、難ですか？

Almond Andel: 何

Kerupa Flow: あー、極論としては、かつての宗教的儀式の効果が個人化したものが、今日の芸術だ、ってのもありそうだなあ・・・

comet Morigi: こちらで、用意したネタを言う気が失せてきた。今日は、みなさん、アクティブで。

taichi Debbel: ochita

Haruka McMahon: ＾＾

comet Morigi: エジプト美術のついでなので、一応、スクリーンをめくります。

comet Morigi: SLの中でしょ。相対的に、メディアアートの勢力が強いんです。

comet Morigi: リンデンが作ったメディア作品の中に住んでいるようなものなので、

comet Morigi: メディアアート嫌いな人は、初めから来ない。

Kerupa Flow: ある意味とっても健全だとおもう。。。健全てことばはアレですが

marube Oh: ここはアートなんだ。。。

kichimaru Haystack: ですね

Haruka McMahon: メディアアートってどんなものなんでしょう

Sina Aya: アートだと言ってしまえば、どんなものもアートです。

comet Morigi: 文化庁がtwitterしてるので、文化庁メディア芸術祭のつぶやきが増えてます。

Kerupa Flow: おおーそれもしらんかった

comet Morigi: アートは自由だ、自分が感じたら既にアートだ、については、それだけでも、講座1回分使っちゃいますね。

Luke Alex: 感じただけではダメで

Kerupa Flow: うん、そういう切り方に絞った話もしてみたいですねー＾＾

Luke Alex: 感動を作る要素がないと

Yan Lauria: 「ひとりよがり」だけじゃものたりない

comet Morigi: メディアアートは、だいたい戦後に出てきた、ビデオやコンピュータを使うことの多い分野です。

comet Morigi: 回り灯籠も、古いメディアアートに括られることがあります。

Haruka McMahon: ふむふむ

Yan Lauria: へー

comet Morigi: それを言うと、花火もそうなのかな。

Mogura Yokosuka: ハイカルチャーに対して　カウンターカルチャー（サブカル、大衆文化）の区分けだと分かりやすいのですが　この図のメディアアートはそういうくくりでは捉えられないですか？

comet Morigi: メディアの目新しさを通じて、メディア機能と芸術を照らし合わせる傾向を、概ね指します。

comet Morigi: メディアアートは、私が見聞きした範囲では、

comet Morigi: ヨーロッパでは、芸術指向

comet Morigi: 日本では、産業指向の傾向が、比較的あります。

Haruka McMahon: ふむむ

Mogura Yokosuka: なるほど

comet Morigi: 例えば、SLで、アートと言われているかなりの部分は、

Kerupa Flow: おたく文化みるとわかりやすいかも。。。

comet Morigi: ファイナルファンタジーの舞台装置と、区別できない。

Yan Lauria: ははは

Haruka McMahon: ふむ

Haruka McMahon: FFはアートでしょうか？

comet Morigi: 断崖絶壁の上にガラスの城が、キラキラ光って回っている。

comet Morigi: 私は、ストーリー性とか何とかいわないで、「飛び出す絵本性」というのが、好きです

comet Morigi: 3Dアート」と言わずに。

comet Morigi: 飛び出す絵本と、ゲームの区別も難しい。

Kerupa Flow: ふむふむ・・・・

Yan Lauria: カラクリ性のある作品、好きだな

comet Morigi: FFね、あれは、ドラクエと違って、市場リサーチの産物じゃないかな。

comet Morigi: だから、個性が希薄だと思わない？

Mogura Yokosuka: ストーリーとは　過去にあったような物語＝型ととらえて大丈夫ですか？

Yan Lauria: ああ

Haruka McMahon: ふむむ

comet Morigi: たぶんね、＞Moguraさん

Mogura Yokosuka: はいｗ

Kerupa Flow: うーん、提案があるのですが

Kerupa Flow: 最初のお題が大きいので

Kerupa Flow: リアルで同じハナシをしても、あ、、リアルというのはＳＬ外の意味です、すんません

Kerupa Flow: かなり錯綜するとおもうんです

Kerupa Flow: でもせっかくこの場で話すとしたら

Kerupa Flow: 同じ混乱をここでもするよりは、

Kerupa Flow: ＳＬとＲＬ（いわゆる）で

comet Morigi: たぶん、FFを作ったスクェアは、予算を多く使って、メジャーなクリエーターを集めているので、SLでも、同様のデザインが多いんだと思う。

Kerupa Flow: 芸術はどこが違う？というような切り口いかがですかー？

kichimaru Haystack: ふむふむ

Kerupa Flow: 違うとしたらみなさん、どこが違うと思ってらっしゃるんだろう

comet Morigi: と言っている間に、一応時間ですが、適当に進めましょう。

Kerupa Flow: というのが聞きたいなとおもいましたーー

Luke Alex: SL独自の大衆向けアートは、ゼスチャーかなーと思ってます

Kerupa Flow: おおｗ　時間たつのはやいｗ

panda Kidd: 講演の内容から、ずれちゃったかな？ｗ

comet Morigi: SL/RLの違い、私は、相対的にSLの方が、メディアアートの勢力が強いと思う。

kichimaru Haystack: ですね

kichimaru Haystack: サーバーの世界だもんね

comet Morigi: 今日は、もう１個、これも用意してたんですが「美術・アート」、あきらめます。

comet Morigi: 話題を戻して良いですね？

Kerupa Flow: 今後定例化かな＾＾

Yan Lauria: メディアアート＝ITの力を借りた手軽なアート？

comet Morigi: SL/RLの違いで、思い当たるところがありましたら、そのままどうぞ。

Kerupa Flow: テクノロジーの自己言及、みたいな部分もあるのかなー

Mogura Yokosuka: なるほど

Kerupa Flow: あー、ＳＬは単なるＲＬの模倣、擬似現実なのか、それとも

comet Morigi: 手軽」と言われがちですし、そのような作品・作家は多いと思うんだけど、問題は、そういう作家・評論家も含めて、お手軽に見えてしまうところ。

Sina Aya: 根本的にはRLと変わらないとは思うけど、SLの場合も多くはゲームと見なされますので、認知度も低く軽んじられるかも。

Kerupa Flow: 別な世界なのか、ってのが、表現されてるなと思ったり

midori Paulse: んー、テクノロジーって、人間の創造性を手助けするのが本来の役割なんですけどねぇ、、、逆に食われちゃっている例もないわけじゃない

comet Morigi: まさに、SL問題だったりして。＞midoriさん

midori Paulse: んー、それは常々感じていましたねぇ

midori Paulse: ＳＬ以前から

panda Kidd: リアルとは、またちがった制約やルールがいくつもありますよね。例えば、表示環境（PCディスプレイ）が、人によって違うことが前提だったり。また、歴史が短いからか、早いスパンで消費されやすかったり。

Kerupa Flow: 「手段のためには目的を選ばず」っておたくの法則もありますねー

comet Morigi: リンデンは、住民の創造性の手助けを本命にしてるんだけど、食われている人は多いように見えますね。

kichimaru Haystack: RLで我々は死に向かっている。そのはかなさと審美眼がどこかでつながってるけど・・、SLではどうなんだろう？

comet Morigi: SLのグリッドが、いつまで保証されるのか、見えない。

Kerupa Flow: うん、１０年後にこの世界はまったくなくなってるかもしれない

comet Morigi: だから、作品を10万円とかで買ったという話を聞くと、首をかしげる。

Haruka McMahon: ﾌﾑ

kichimaru Haystack: グリッド消滅が・・死か＞＞SL

comet Morigi: まあ、作品だから、10万円以上で売らないと、食えないんだけど、買う方のリスクを考えるとね。

midori Paulse: チャイコフスキーの死の鳥のイメージ、、、死と再生

Kerupa Flow: どんなものがそんな値段だったんだろう。。。ふむー

marube Oh: 消えるものにも価値があるということですか

midori Paulse: んー、ありますねぇ、、、

Yan Lauria: 10万円も払わせる美術品になかなか直面していないというのに

comet Morigi: ハイパーフォーマリズム展のDanCoyoteは、1万か2万リンデンで売ってました。絵一枚。SLで。

midori Paulse: 滅びの美学とは違った意味で

Kerupa Flow: ふむふむ

Luke Alex: 個人のパソコンをサーバーに出来ましたよね？OpenSIMで残れないのかな？

Luke Alex: 打ち上げ花火のような芸術は、一瞬で消えるから価値があるのかな？

comet Morigi: almondさんが、中締めして下さるの？

midori Paulse: 極めて日本人的ですけどね・・・桜を愛でるのって、それですよね

panda Kidd: えーと、せっかくお話が盛り上がっているところで、恐縮ですが・・・

panda Kidd: すいません、あっという間に２３時となりました

panda Kidd: ここで、ちょっと中締めということで・・・来週のキラカフェのご案内をさせていただきますね

Almond Andel: pandaがしますｗ

panda Kidd: （その後も、時間はありますので、引き続きお楽しみ下さい・・・ｗ）もとい。

panda Kidd: 来週の火曜日２２時からのキラカフェは、３週目ということでフリートークです。

panda Kidd: 「最近あったこんなこと」「興味をもっているこんなこと」「今までのキラカフェ講演の中で思ったこと」などなど

panda Kidd: ぜひ、持ち寄ってみなさんとお話をしたいと思います。

panda Kidd: 来週も、場所は同じくここ（東側の建物の中）ですので、ぜひまたいらっしゃってください

panda Kidd: 本日は、ありがとうございました。２３時ですので、一度締めの挨拶をさせていただきます。

panda Kidd: それでは、cometさん、引き続きバトンをお渡しします。どうぞ。

comet Morigi: みなさん、ご協力、大変有難う。

philia Blessed: ありがとうございました

kichimaru Haystack: おつかれさまー

Kerupa Flow: わーい二次会ー♪

Haruka McMahon: おつかれさまでしたー

marube Oh: おつかれさまでした～

comet Morigi: 時間は押しまたけど、それも、ご協力の賜物です。

yamada Vita: お疲れ様です

Luke Alex: おつかれさまでした

midori Paulse: 基本的に価値観の問題になってくるのかしらねぇ・・・芸術って

Yan Lauria: すごいな、こんなに、みんなに話させてしまうなんて

Sama Susa: おもしろかったです

kichimaru Haystack: そそ、そこで主観的なものか普遍的なものかの議論になるんです

comet Morigi: 今日は、みなさんが、これだけ、芸術について語りたかったと言うことが、明らかになりました。大発見でした。

Kerupa Flow: あはは＾＾

Yan Lauria: ｆｍｆｍ

Mogura Yokosuka: ｗｗ

Kerupa Flow: 個人的なレベルではさんざんおしゃべりはしてるけど

Haruka McMahon: ＾＾

Kerupa Flow: うーんと狭い友達関係だけですからねー

kichimaru Haystack: 学生時代に酒飲みながらよくやりましたが・・・今はそんな元気ない

comet Morigi: それに、ログが講評されるのが解っていての、盛り上がりですもんね。

Kerupa Flow: 酒飲むほうはそのままで？

comet Morigi: 公表**

kichimaru Haystack: そそ

Kerupa Flow: 酷評と一瞬読んでしまったー

Yan Lauria: 芸術の話パート２ありますよね、当然＞パンダさん？

midori Paulse: わたしは、純粋培養的な理系で、即物的なんですけどねぇ。。。まあ、自分の内面を探るには、良い機会だったかしら

kichimaru Haystack: この流れは止まらんだろうな・・

panda Kidd: そうですね、cometさんと相談させていただいて、ぜひこの続きをさせていただきたいですね

comet Morigi: 私は、どうして、今まで、芸術への沈黙が、SL日本語圏の実態だったのか、それが何故今夜破られたのか、考えることにします。

marube Oh: まだ終わってないですからね。

panda Kidd: そのあたり、AlmondさんもOKJですよね？

Kerupa Flow: あー

comet Morigi: 私は、字義通りに<

Kerupa Flow: そのへん考えてることはあれこれありますね・・・＜芸術への沈黙（というのがもしあったとすれば）

comet Morigi: 内容も含めて、SL日本語圏初の公開芸術論になったと思う。　

panda Kidd: 初参加の方々もいらっしゃるようなので、「この続き」のためにも、ちょっとWEBサイトを紹介させてください

Kerupa Flow: お願いします＾＾

panda Kidd: http://kirajapan.org こちらで、毎週のイベントの案内など、しております～

comet Morigi: ローカルな歴史ですが、ローカルな歴史が、今夜変わったと思う。

panda Kidd: それから、この南側で、ただいま「キラジャパン」のオフィスを製作中です。

Kerupa Flow: うむ、宣言したもんがち、ってのもある

panda Kidd: もう少ししたら、WEBの内容がSL内でも確認できたり、またグループジョインができるようになりますので・・・よろしくお願いします

comet Morigi: キラ研究所への信頼が、大きかったんじゃないかな。みなさんが、話せたのは。

kichimaru Haystack: ほーい、たのしみですねー

Almond Andel: もちろん、ひきつづいてアート･トークをしていけるといいですね（すみません、遅レスです）

Mogura Yokosuka: 楽しかったでーす。　場所移動します　またねー

Haruka McMahon: おつかれさまー

panda Kidd: ありがとうございました、お疲れ様でした

marube Oh: 時間なので残れる方楽しんでください！

Kerupa Flow: またどこかでー＾＾

comet Morigi: (こちらこそ、反応が遅くて)

kichimaru Haystack: またですー

marube Oh: 次回を楽しみにしています。

Kerupa Flow: 今日参加されてる人はみんなアーティストさんなのかなー

Haruka McMahon: どのレベルをアーティストと呼ぶかによるんじゃ＾＾；

kichimaru Haystack: なるる

Kerupa Flow: あはは

Kerupa Flow: 自称あーちすと

Kerupa Flow: 私かっ＾＾；

midori Paulse: すくなくとも、わたしは、アーティストではないですね

kichimaru Haystack: オイラはどうなんだろう？

Sama Susa: 「アーティストとはなにか？」ですね＾＾

kichimaru Haystack: 絵に関わってますが・・ずっと

panda Kidd: FFとDQの話がありましたけれど、今日ちょうど、DQの作曲家のすぎやまこういち先生のお話を聞く機会がありまして、

Yan Lauria: おお

Kerupa Flow: えーーー

panda Kidd: 似たようなことで「最近のゲーム音楽は、システムが自由になった反面、曲が誰にでも分かりやすいステレオタイプになってしまっていないか」と質問をさせていただいたんです

Haruka McMahon: あ、ルイーダの酒場。

Kerupa Flow: 酒場の？

comet Morigi: じん、じん、じんじん、まーつばらジン！

panda Kidd: はい、酒場のです

Kerupa Flow: 限定２０名にはいったんだー

Kerupa Flow: すごいっ

panda Kidd: あれ、当選率かぎりなく１００％ですよｗｗｗ

kichimaru Haystack: では、このへんでー

kichimaru Haystack: お先に失礼

Haruka McMahon: おつかれさまー

Kerupa Flow: またどこかでー＾＾

Kerupa Flow: おつかれさまー

Yan Lauria: おつかれざん

kichimaru Haystack: はーい

Yan Lauria: さん

comet Morigi: またね＞きちまるさん

kichimaru Haystack: またー

panda Kidd: で、その時のすぎやま先生の話は、システムの自由度によって、曲の方向性・芸術性が変わることはない（システムの自由度があがったことで、ステレオタイプになるということはない）というお話でした

Kerupa Flow: ステレオタイプの元型のほうを作ってるかたへの質問としておもしろいかもｗ

comet Morigi: けるぱさんって、どんなギャラリーだったかな。

midori Paulse: わはは、プログラミング言語みたいな話だｗｗ

Kerupa Flow: あー、うちとこはいまだと

Kerupa Flow: ドル村というところでへんてこ展示をやってますです

Kerupa Flow: よかったらみてくださーい

panda Kidd: ええ、すぎやま先生がゲーム音楽にクラシックの手法を取り入れたら、みんなRPGがクラシックっぽくなったり、ステレオタイプの原型を作っていらっしゃいますからねｗ

midori Paulse: その後に、プロトコールの話が出てきたらｗｗｗ

Yan Lauria: （いきます＞ケルパさん）

Yan Lauria: ありがとう

Kerupa Flow: すんませんへんなものだしましたー

Kerupa Flow: 興味あるかたくりっくすると

Kerupa Flow: あｗ

Kerupa Flow: これだと元祖ギャラリーのほうにいってしまうんだった＾＾；

panda Kidd: あっ、テラさんこんばんはー

TERRA Zehetbauer: こんばんは

Haruka McMahon: こんばんはー

TERRA Zehetbauer: ちとおそかったようですね

Luke Alex: こんばんは

comet Morigi: 寺さん、ようこそ

TERRA Zehetbauer: ども～＾＾

Kerupa Flow: あわてていれかえました

panda Kidd: ちょうど、終わったところでしたが、大丈夫です、これは第二回がありそうです。cometさんにお願いしたいですね、ぜひ。

Luke Alex: コンピューターの音楽の作曲って、鍵盤の形状の制約は受けないんですか？

TERRA Zehetbauer: そーですか

Yan Lauria: みんな、この向きに座ったからたくさん話せたんじゃないかな

comet Morigi: はい、私も、みなさんの話をもっと聞きたいので、2回目も。

Kerupa Flow: やったー＾＾

Almond Andel: ｗ

Almond Andel: おいでになった方もいらっしゃるのですが、わたしは、そろそろ

Luke Alex: 鍵盤の制約を取り払った http://www.chroma.jp/ は凄いなーとか思ったことがあります

Kerupa Flow: はーい＾＾

comet Morigi: これだけ、はっきり、芸術を世に問いたい気持ちが、人の中にあるのは、先行き明るいと思いました。

Haruka McMahon: おつかれさまでしたー

Almond Andel: Cometさん、おつかれさまでした

Almond Andel: またよろしく

comet Morigi: 予想外でした。

Luke Alex: おつかれさま
